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Abstract
The alien freshwater shrimp, Palaemon sinensis 

(Sollaud, 1911) is morphologically very similar to the 
native freshwater shrimp, P. paucidens De Haan, 1844. 
This alien shrimp has been found from Tohoku to 
Kyushu in Japan until now. The present survey newly 
discovered P. sinensis in the Pond Mizudorinoike, 
Minamata City, Kumamoto Prefecture. This is the 
second record following Lake Simoezu in Kumamoto 
Prefecture.

はじめに
淡水エビのスジエビ Palaemon paucidens De 

Haan, 1844 (Fig. 1B) に酷似する中国原産のチュウ

ゴクスジエビ P. sinensis (Sollaud, 1911) (Fig. 1A，

以前は Palaemonetes sinensisとして知られていた )

が，2005年に静岡県浜松市の溜池で最初に確認

された（大貫ほか，2010）．このときの両種の判

別方法は主に大顎の触鬚の有無であった．その後，

Imai and Oonuki (2014) による両種の頭胸甲上の縞

模様の違いによる簡易な見分け方（スジエビでは

逆ハの字の間に斜線が入るが，チュウゴクスジエ

ビでは逆ハの字の後ろ側が鈎状となり，逆ハの字

の間に薄い直線が入る）が示されてからは，国内

の記録が増加し続けている．これまでにチュウゴ

クスジエビは東北から九州までの地域で確認され

ている （Ogasawara et al., 2021）．国内でのチュウ

ゴクスジエビの出現要因としては，中国からスジ

エビを釣り餌として輸入する際に混入して日本に

持ち込まれ，余った餌の投棄や逃亡のためと考え

られている（大貫ほか，2010）．また，ビオトー

プの造成において，スジエビを放流するつもりで，

チュウゴクスジエビを誤放流した可能性も指摘さ

れている（今井ほか，2021b）．

熊本県では熊本市の下江津湖でチュウゴクス

ジエビが確認されている（張ら，2018; Imai et al., 

2018）．今回，水俣市の水鳥の池で水生生物の採

集を行ったところ，本種が採集されたのでこれを

熊本県からの 2カ所目の記録として報告する．

調査地と方法
2022年 9月 10日に，熊本県水俣市のエコパー

ク水俣内の水鳥の池（32º11ʹ58″N，130º22ʹ27″E，

Figs. 2 and 3）で，水生生物を採集した．採集に

はたも網（フレームサイズ：30 × 27 cm；目合い：

3 × 3 mm）を用い，採集する時間や回数は特に定

めなかった．スジエビ属のエビが採集された場合

には，Imai and Oonuki (2014) に従って，頭胸甲の

縞模様から種を判別した（Fig. 1）．なお，スジエ

ビとチュウゴクスジエビの見分け方としては，他

に大顎の触鬚や額角先端の歯の有無，眼の大きさ

や雄性突起の形状，尾節後縁の羽毛状剛毛数の違

いが知られている．これらについては今井ほか

（2021a）で解説しているので，参考にしていただ

きたい．

チュウゴクスジエビは大型の個体を選別し，6

個体を 99%エタノールで固定して遺伝子解析用

のサンプルとして第 2著者（斉藤）に渡し，4個

体を 10%ホルマリンで固定して標本とした．標

本は眼窩体長（orbital body length, OBL）を測定し，
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第 2腹肢の雄性突起の有無で性判別をした後，

70%エタノールに置換した．標本のうち 2個体

を鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に登録，

保管し，残り 2個体は第 1著者（今井）が保管し

ている．

結　果
水鳥の池で採集された淡水エビ類はチュウゴ

クスジエビだけであった（Fig. 1A）．本種は 30個

体以上が採集されたが，小型個体が多く抱卵個体

は採集されなかった．標本としたチュウゴクスジ

エビの OBLは 15.7–22.4 mmで，鹿児島大学総合

研究博物館に登録したのは，OBL 22.4 mmの雌

（KAUM-AT-2542）と OBL 17.8 mmの雌（KAUM-

AT-2543）である．

他の水生生物としてはミナミメダカ Oryzias 

latipes (Temminck and Schlegel, 1846) を確認した．

考　察
熊本県水俣市の水鳥の池でチュウゴクスジエ

ビが採集された．これは下江津湖に続く熊本県に

おける 2カ所目の記録となる．今回，チュウゴク

スジエビが確認された水鳥の池には，ハス

Nelumbo nucifera Gaertn., 1788が植えられており

（Fig. 3），底質は泥であった．これまで本種が確

認された同様の環境としては，東京都の水元公園，

高知県の蓮池（Imai et al., 2018），三重県のほのぼ

の公園（今井ほか，2019），愛知県の曽池（今井

ほか，2020），埼玉県のため池（内田ほか，2021）

がある．本種は近縁種のスジエビと比較して止水

環境を好むことから（Saito et al., 2016），このよ

うな水域には定着しやすいと考えられる．

水鳥の池にチュウゴクスジエビが出現した要

因としては，「釣り広場．com」によると，すぐ

近くにある明神港はクロダイ Acanthopagrus 

schlegelii (Bleeker, 1854) やメバル類 Sebastes spp.

などの海釣り場として知られているから，釣り餌

として使用した淡水エビが残った場合に，この池

に投棄されることは十分に考えられる．熊本県で

もスジエビはビワコエビと呼ばれて釣り餌として

流通していることから（斉藤ほか，2017），その

可能性は高い．また，水鳥の池のそばに設置され

ている案内板には，この池がビオトープの役割を

持つことが記されていた．そのため，この池に水

Fig. 1. Photographs of two Palaemon shrimps. A. Alien species, P. sinensis (Sollaud, 1911) (KAUM-AT-2542, 22.4 mm OBL, Pond 
Mizudorinoike, Minamata City, Kumamoto Prefecture); B. Native species, P. paucidens De Haan, 1844 (irrigation channel, Hikawa Town, 
Kumamoto Prefecture). Two Palaemon shrimps have different stripes on the side of carapace (hook-shaped posterior diagonal stripe in P. 
sinensis vs. a diagonal line between two diagonal lines in P. paucidens). Scale bar = 5 mm. Photographed by T. Imai.
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生生物を放流する際に，チュウゴクスジエビを誤

放流した可能性も考えられる．本種がビオトープ

あるいは過去にビオトープとして整備された場所

で採集された事例は，これまでに大阪府や兵庫県

の数カ所のビオトープ（今井ほか，未発表データ）

や愛媛県の野鳥の池（今井ほか，2021b）がある．

このような事例は，チュウゴクスジエビの国内へ

の侵入やスジエビとチュウゴクスジエビの容易な

判別方法が知られていなかった時代に起きたと思

われる．

鹿児島県内においてチュウゴクスジエビはま

だ確認されていないが，出水市と伊佐市に隣接す

る水俣市で本種の侵入が確認された．これまで本

種が確認された環境は，河川のワンドや用水路，

ため池，ビオトープと多岐にわたる．鹿児島県に

おいてチュウゴクスジエビが好む止水環境を中心

に調査を行うことで，この外来種が本県に侵入し

ているかどうかが明らかとなるだろう．
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